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香川県立保健医療大学ハラスメント防止等に関する規程 

   

平成１６年７月２１日  

 （目的） 

第１条  この規程は、ハラスメントの防止及び排除のための措置並びにハラスメントに起因する

問題が生じた場合に適切に対応するための措置（以下「ハラスメントの防止等」という。）に関

し、必要な事項を定めることにより、香川県立保健医療大学（以下「本学」という。）における

人事管理上の公正の確保、職員の利益の保護及び職務能率の向上並びに学生等の就学上の環境

及び利益の保護を図ることを目的とする。 

（定義) 

第２条 この規程において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

 (1) ハラスメント セクシュアル・ハラスメント、アカデミック・ハラスメント、パワー・ハ

ラスメント、妊娠・出産・育児又は介護に関するハラスメント及びこれに類する言動 

(2) セクシュアル・ハラスメント 職員が他の職員、学生等、関係者を不快にさせる性的な言

動並びに学生等及び関係者が他の学生等、関係者及び職員を不快にさせる性的言動 

 (3) アカデミック・ハラスメント 職員がその職務上の地位又は権限を不当に利用して他の職

員又は学生等に対して行う研究若しくは教育上又は就学上の不適切な言動 

 (4) パワー・ハラスメント 職員が職務上の地位又は権限を不当に利用して他の職員に対して

行う就労上の不適切な言動 

 (5) 妊娠・出産・育児又は介護に関するハラスメント 職員又は学生等が、妊娠・出産等又は

妊娠・出産、育児若しくは介護に関する休業その他の制度若しくは措置の利用を理由として

他の職員若しくは学生等又は関係者に不利益又は不快感を与える不適切な言動 

(6) ハラスメントに起因する問題 ハラスメントのため職員の就労上又は学生等の就学上の環

境が害されること及びハラスメントへの対応に起因して職員が就労上又は学生等が就学上の

不利益をうけること 

 （職員の責務） 

第３条 職員は、この規程及び別に定める「セクシュアル・ハラスメントの防止等のために職員 

が認識すべき事項について」等に従い、ハラスメントをしないように注意するとともに、ハラ

スメントを排除するよう努めなければならない。 

 （学生等及び関係者の責務） 

第４条 学生等及び関係者は、この規程に従い、ハラスメントをしないよう注意するとともに、

ハラスメントを排除するよう努めなければならない。 

（監督者の責務） 

第５条 職員を監督する地位にある者（以下「監督者」という。）は、次の各号に掲げる事項に注 

 意してその防止を図るとともに、ハラスメントに起因する問題が生じた場合には、迅速かつ適  

切に対処しなければならない。 

 (1) 日常の執務を通じた指導等により、ハラスメントに関し、職員の注意を喚起し、さらには

その認識を深めさすこと 

 (2) 職員の言動に十分注意を払うことにより、ハラスメント又はハラスメントに起因する問題

が職場に生じることがないよう配慮すること 

 （学長の責務） 
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第６条 学長は、職員に対して、この規程の周知徹底を図らねばならない。 

２ 学長は、ハラスメントの防止等のため、職員に対し、パンフレットの配布、ポスターの掲示

等により啓蒙活動を行うよう努めるものとする。 

３ 学長は、ハラスメントの防止等を図るため、職員に対し、必要な研修を実施するものとする。 

４ 学長は、新たに職員となった者に対してハラスメントに関する基本的な事項について理解さ

せるため、及び新たに監督者になった者に対してハラスメントの防止等に関しその求められる

役割について理解させるため、研修を実施しなければならない。 

 （防止委員会） 

第７条 本学に、ハラスメントの防止等の適切な実施のため、ハラスメント防止委員会（以下

「防止委員会」という。）を置くこととし、学内委員会規程別表に定める総務企画委員会を充

て、次の各号に掲げる事項を行う。 

 (1) ハラスメントの防止等に関する啓発活動の企画及び実施に関すること 

 (2) ハラスメントに起因する問題への対応に関すること 

 (3) ハラスメントに関する部局間の連絡調整に関すること 

 (4) その他ハラスメントの防止等に関すること 

２ 防止委員会に委員長を置き、総務企画委員会委員長をもって充てる。 

（調査委員会） 

第８条 本学に、ハラスメントに起因する問題が生じた場合、その問題を調査するため、ハラス

メント調査委員会（以下「調査委員会」という。）を置く。 

２ 調査委員会委員は、第９条第２項各号に定める相談員のうち学長が指名する者をもって充て

る。 

３ 調査委員会には、委員長を置き、学長が指名する者をもって充てる。 

４ 研究科長、学科長又は専攻長は調査委員会の行う調査に協力しなければならない。 

５ 委員長は、調査委員会で調査した結果、改善のための措置が必要であると判断した場合、速

やかにハラスメント調査報告書及び提言書(第１号様式)を学長に提出するものとする。 

６ 委員長は、学長の指示に基づき、研究科長、学科長又は専攻長と協議し、適切な措置を講ず

るものとする。 

７ その他調査委員会に関し必要な事項は、学長が別に定める。 

 （苦情相談への対応） 

第９条 本学に、ハラスメントに関する苦情の申出及び相談（以下「苦情相談」という。）が職員

又は学生等からなされた場合に対応するため、苦情相談を受ける職員（以下「相談員」という。）

を置く。 

２ 相談員は、次の各号に掲げる者とする。 

 (1) 副学長 

 (2) 研究科長 

 (3) 学科長 

 (4) 専攻長 

(5) 研究科長、学科長及び専攻長が推薦する本学の教員 

 (6) 学生部長 

 (7) 保健室長 

 (8) 事務局長 
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 (9) その他学長が指名する者 

３ 前項第６号及び第 10号の相談員の任期は２年とする。ただし補欠の相談員の任期は前任者の

残任の期間とする。 

４ 相談員は、再任されることができる。 

 （相談員の責務） 

第１０条 相談員は、苦情相談に係る問題の事実関係の確認及び当該苦情相談に係る当事者に対

する指導助言等により、当該問題を適切かつ迅速に解決するように努めなければならない。 

２ 相談員は、苦情相談に対応するに当たっては、関係者のプライバシー、名誉その他の人権を 

 尊重するとともに、知り得た秘密を他に漏らしてはならない。 

３ 相談員は、申出のあった苦情相談のうち、適切な措置が必要であると判断した場合は、速や 

 かにハラスメント相談報告書（第２号様式）により学長及び防止委員会委員長に報告しなけれ 

ばならない。 

４ その他苦情相談に関する具体的な対応については、学長が別に定める。 

 （苦情相談の窓口） 

第１１条 本学に苦情相談の窓口を次のとおり置く。 

 (1) 第９条第２項各号に掲げる相談員 

 (2) 学生相談室 

２ 苦情相談は、職員及び関係者は前項第１号の窓口で、学生等は前項第１号及び第２号の窓口

で受けつけるものとする。 

３ 苦情相談の方法は、電話、手紙、電子メール又は訪問によるものとする。 

 （不利益取扱いの禁止） 

第１２条 学長、監督者その他の職員は、ハラスメントに対する苦情の申出、当該苦情に係る調

査への協力その他ハラスメントに関して正当な対応をした職員、関係者又は学生等に対し、そ

のことをもって不利益な取扱いをしてはならない。 

 （雑則） 

第１３条 この規程に定めるもののほか、ハラスメントの防止等に関し必要な事項は、学長が別

に定める。 

 

 

   附 則 

 この規程は、平成１６年７月２１日から施行し、平成１６年４月２日から適用する。 

   附 則 

１ この規程は、平成２０年２月６日から施行する。 

２ この規程の施行に関し、現に相談員の職にある者の任期は、第９条第３項の規定にかかわ

らず、平成２０年３月３１日までとする。 

   附 則 

１ この規程は、平成２１年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行に関し、新たに相談員となった者の任期は、第９条第３項の規定にかかわ

らず、平成２２年３月３１日までとする。 

   附 則 

 この規程は、平成２３年１２月２１日から施行する。 
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 附 則 

 この規程は、平成２４年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成２７年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、令和３年３月１９日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、令和５年４月１日から施行する。 
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第１号様式（第８条関係） 

 

                         令和  年  月  日 

 

香川県立保健医療大学長 殿 

 

ハラスメント調査委員会 

委員長  

 

ハラスメント調査報告及び提言書 

このことについて、下記のとおり報告及び提言いたします。 

          記 

１．調査結果及び提言 

 

 

 

２．調査内容 

 

 

 

３．添付資料 
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第２号様式（第 10条関係）                        
令和  年  月  日 

 
香川県立保健医療大学長        殿 
ハラスメント防止委員会委員長    殿 

相談員 
所 属： 
職位・氏名： 

 

 

ハラスメント相談報告書 

 

相談員として、以下のとおり苦情相談を受け、措置が必要であると判断しましたので、報

告致します。 

 

記 

 
１．相談日時：令和  年  月  日    時  分～  時  分 
 
２．相談員： 
 
３．相談者： 
 
４．ハラスメントの報告 
 
５．相談員の対応について 
 
６．適切な処置が必要と思った判断点について 
 
 
 
 
 

 
 

 
 


